職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
精神科病院の医療相談室で◯年間、入院中の方の相談支援と退院に向けた調整を担当しています。常時◯名程度のケースを受け持ち、ご本人・ご家族との面接、主治医や看護師・作業療法士とのカンファレンス、市区町村の障害福祉担当や障害福祉サービス事業所との連絡調整を行っています。退院後の生活の見通しをご本人の言葉で整理したうえで支援計画に反映させる進め方を続けてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年X月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：精神科単科病院（◯床、精神一般病棟・認知症治療病棟）の医療相談室。相談員◯名体制
	期間
	業務内容

	20XX年X月
〜
現在
	所属・役職：精神保健福祉士
【担当業務】
・入院中の方とご家族への相談面接、生活状況・希望の聞き取りとアセスメント（常時◯名担当）
・個別支援計画の作成とモニタリング、退院前カンファレンスの日程調整・司会
・市区町村の障害福祉担当や保健所、障害福祉サービス事業所・グループホームとの連絡調整と見学同行
・医療費や各種制度の利用に関する情報提供、申請手続きの同行、ケース記録の作成
【実績】
・担当◯名のケースについて退院前訪問と受け入れ先を交えた会議を定例化し、年間◯件で引き継ぎ書式を統一して、退院後の連絡先と支援分担を文書で共有できる状態にしました。
・新任相談員◯名の同席指導を担当し、初回面接の確認項目をチェックリスト化したことで、記録の記載漏れに関する院内指摘が◯%減りました。


■活かせる経験・知識・スキル
・相談面接・インテークと生活状況のアセスメント
・個別支援計画の作成とモニタリング
・ケア会議・退院前カンファレンスの運営と多職種への情報共有
・障害福祉サービス利用に関する情報提供・申請同行、電子カルテとケース記録システムの運用
■資格
・精神保健福祉士（20XX年◯月登録）
・相談支援従事者初任者研修修了（20XX年◯月）
■自己PR
関係機関との調整と情報整理が私の強みです。担当ケースでは退院前に受け入れ先とご本人が同席する場を設け、生活上の心配事を「服薬」「金銭管理」「日中の過ごし方」などの項目に分けて共有し、引き継ぎ内容を書面で残す運用を続けてきました。その結果、事業所からの照会に◯日以内で回答できる状態を保てたため、貴院でも院内多職種と地域の支援者をつなぐ役割を担いたいと考えています。
以上
